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応用生態工学のフロンティアはどこに?
－ 河川環境管理の視点から見た一考察 －



応用生態工学とは?

• 土木事業による人工物を自然の中に置くこと、あるいは土木事業に
より自然を人為的に変化させることに対する、自然界の反応につい
ての生態学的知見の蓄積と、その知見を実際の土木の現場に適用す
ること。

• しかも、その知見は、特定の地域における特殊解としてではなく、
他の事業にも応用でき得る形で蓄積せねばならない。

• このような取り組みは、・・・体系的に取り組まれているとは言い
難い・・・。事業に係る環境保全対策には、従来の既往事例を参考
にした“要素技術の寄せ集め”になっている・・・

• 生態学的知見と土木工学との境界領域において、新たな認識・技術
体系としての「応用生態工学」を構想する所以である。

• 生態学者と土木技術者とが協同して、「その境界領域に新しい技術
の展開を図ること」が応用生態工学の目指すところである。

廣瀬利雄監修「増補応用生態工学序説」より
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河川環境管理に資する工学
とするための論点

• より幅広い領域への研究の拡大
• 流域・水系・河川の⾧期的応答まで含めた領域への拡大

• 人為→流域・水系・河川→生態系という経路の体系的理解
• 工学とのより積極的な協働、融合

• 流域・水系への領域への拡大
• 農学、林学、都市計画額、経済学、法学等幅広い学問分野との連携

• 河川技術への昇華
• シーズから発した研究のみの限界

• 河川環境管理の実務からのニーズの発信
• 何が問題で、何を解決すべきなのかの認識の共有
• 官民学でのコミュニケーションが必要
← 学会員の非対称性（工学系・環境系、産官学）

• 技術への昇華の担い手の育成
• 知識の体系化の遅れ
• 学会員の非対称性（工学系・環境系、官民学）



河川生態学術研究会緊急提言
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応用生態工学のフロンティアはどこに?

•河川だけでなく、他の領域への拡大。CN、NP、GI、
Eco-DRR、流域治水、DX等多くのキーワードがあり、
関連する研究の中にフロンティアはあるが、、、

•官民学、そして、環境系、工学系の対話の中でこそ、
技術に昇華可能な応用生態工学会のフロンティアが存
在するように感じる。
※民の中には市民も含まれるべきだし、流域への展開も考えれ
ば、他の学問分野が含まれても良いのかも知れない。

•ただし、このような取り組みの中で、国土の理想像を
共有することは必須であろう。この理想からバック
キャストした領域、対話の中で生み出された領域とが
整合していることを確認しなければならない。
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